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付属資料 8. ENACAL 給水井戸の計画揚水量 
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付属資料 9. ENACAL 給水井戸の月別揚水量(2002 年) 
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付属資料 10. 無償地下水開発フェーズⅠおよびⅡ井戸のモニタリング結果 
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付属資料 11. カルロスフォンセカ井戸群の月別揚水量 
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付属資料 12. 事前調査 S/W 
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付属資料 13. 事前調査 M/M 
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付属資料 14. 予備調査 M/M 
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付属資料 15. 協議議事録 

協議議事録 03.10.30-1 

協議日 10 月 30 日（木） 
協議時間 11:00～11:30 
協議場所 対外経済協力庁 
出席者 Ms. Isolda Frixione Miranda 

Directora General de Gestion Bilateral, 
Secretaria de Relaciones Economicas y Cooperacion, 
Ministerio de Relaciones Exteriores 

Ms. Maria Anxilliadora Vindel 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. （予備調査団：）今回の調査の目的は、マナグア市での水道計画の実施が可能か否かを判断

することにある。マナグア市では日本や他国ドナーが水道セクターの援助を実施してきた歴

史がある。水道計画に当たってはマナグア市の発展に伴う給水需要や貧困問題の解決という

観点からの検討も必要である。 

2. （「ニ」国側：）上水道はマナグア市にとって重要な問題である。各ドナーが協力して計画策

定や資金調達を行うことを期待している。マナグア市は水源に恵まれていおり、水源の適切

な利用が大切である。現在ドイツ等の援助によって下水処理施設の建設を行っている。この

事業によってマナグア湖の水質が浄化され、将来マナグア湖が水源として活用されることを

期待している。 

3. （「ニ」国側：）水は生活に不可欠であり各ドナー間の調整と合意のもとに各個別プロジェク

トの実施が必要である。「ニ」国全体の水供給に関して言えば、農村部ではいまだに不充分な

レベルに留まっている。マナグア市の給水率は一定のレベルに達しているものの、給水サー

ビスは多くの問題を抱え、また無収水の問題もあり持続可能な給水事業とは呼べない。 

4. （予備調査団：）今後の JICA 調査の予定は次ぎの通りである、本格調査の必要性を今回の調

査で検討する。予備調査団の検討結果が日本政府に報告され、本格調査の実施が日本政府に

よって認められた場合、JICA は事前調査団を「ニ」国に派遣し調査の詳細を協議する。その

後 JICA が調査を担当するコンサルタントを選定する。コンサルタントから成る本格調査団が

「ニ」国派遣されるのは今から 6 ケ月後となる。調査期間は 1 年半程度を予定している。 

5. （「ニ」国側：）水道事業は需要であり、「ニ」国側の意見・意向が一連の協議において日本

側に伝達され今回の調査結果に反映されることを期待する。そして近い将来に本格調査が実

施されることを強く期待している。(以上) 
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協議議事録 03.10.30-2 

協議日 10 月 30 日（木） 
協議時間 14:00～15:00 
協議場所 ENACAL 本部 
出席者 （ENACAL） 

Mr. Luis H. Debayle S.- Presidente Ejectivo 
Mr. Adolfo Vivas Chamorro - Asistente del Presidente Ejectivo 
Mr. Alberto Avellan Cordero - Gerente General 
Mr. Xaviel Yrigoyen M.- Gerente Proyectos e Inversiones 
Mr. Marcelino Jimenes G. – Unidad Ejecutora de Proyectos 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. （予備調査団：）今回の調査の目的は、マナグア市での水道計画の実施が可能か否かを判断

することにある。マナグア市では日本や他国ドナーが水道セクターの援助を実施してきた歴

史がある。水道計画に当たってはマナグア市の発展に伴う給水需要や貧困問題の解決という

観点からの検討も必要である。この調査結果を受けて事前調査が実施される予定である。 

2. （ENACAL：） 

z ENACAL は、2 ヶ年計画（Business Plan）を策定した。 

z この 2、3 年で何を効率的に実施するかを決める必要がある。 

z 日本側には、無償による配水管整備を要請している。 

z 電力料金をドルで支払っているが、年 6％の割合で料金が上昇しており、支払い総額は年間 2

百万ドルに達している。この電力料金を抑えることが ENACAL の課題である。その対策とし

ては、①ポンプの効率を上げる、②ENACAL 専用の変電所を建設することによる電力料金の

削減があげられる。 

z 配水管網の改善、新規配水池の建設、水道メータの設置、漏水探知技術の向上等による効率

的な配水システムの構築が必要である。(以上) 

 

協議議事録 03.10.30-3 

協議日 10 月 30 日（木） 
協議時間 15:20～16:00 
協議場所 INAA 本部 
出席者 （INAA） 

Mr. Vigarny Espinosa Solis- Presidente Ejectivo 
Mr. Hector Valery Noguera - Administrativo Financiero 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 
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1. （予備調査団：）今回の予備調査は、上水道に関する長期計画の必要性やその内容を検討し、

長期計画策定の実施が可能か否かを判断するのが目的である。他国ドナーとの重複を避け、

意義のある開発調査を実施したい。もし将来において本格調査が実施された場合は日本側と

しては INAA の協力を要請する。 

2. （「ニ」国側：）INAA は都市給水および村落給水に関する調整機関である。INAA は地方給

水の施設の設計・運営管理のための資料の提供、排水・下水の標準化、関連法規の見直し等

を実施している。また NGO の 34 組織と調整を行って村落部における上水事業道や衛生事業

を促進している。 

3. （「ニ」国側：）農村部や貧困地域では給水に大きな問題を抱えている。INAA はこれらの地

域における給水問題に対して積極的に取り組んでいる。また、NGO に支援を要請して水質向

上と水源保全のための植林をパイロットプロジェクトとして実施している。とりわけ「ニ」

国中央部山岳地帯は極貧地帯であり、森林伐採による水源の枯渇が問題化している。これに

対して INAA は市議会や住民と連絡を取り合って対策を検討中である。 

4. （「ニ」国側：）現在策定中の政府の長期開発計画は農村部における多数の小規模事業および

都市部の大事業の両者を重視している。まもなく開発計画が発表される予定であり、この内

容に沿って、今後どのような事業の実施が可能であるかを検討し、INAA は初期の段階から開

発事業に参加する。INAA は環境天然資源省、保健省などの関連機関と連携し事業の重複を避

けながら慎重に投資戦略を進めていく。 

5. （「ニ」国側：）INAA は国家上下水道委員会(CONAPAS)のメンバーである。INAA の年間予

算は 120 万 US$、職員数は 50 名、うち 30 名は専門職、20 名は事務職である。INAA は事業

の実施機関ではなく調整機関であり、それぞれの実施機関が規則に従って事業を運営してい

るか否かを監理するのが役割である。 

6. （「ニ」国側：）上水道部門の民営化は将来的に重要なテーマであり、民間からの大きな投資

が期待される。しかし、「ニ」国の現状は上水道事業を民営化する段階には至っていない。民

営化には今後更に色々な議論・合意が必要である。水問題は政治的にデリケートな問題であ

り、現在までの歴史的経過は民営化にとって否定的である。また周辺諸国でも民営化の事例

は少ない。「ニ」国国会は上水部門の民営化に反対している。例えば電力の民営化によって電

力料金は値上がりした。国内世論は民営化に賛成しているとは言えない。（以上） 
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協議議事録 03.10.30-3 

協議日 10 月 30 日（木） 
協議時間 15:20～16:00 
協議場所 INAA 本部 
出席者 （INAA） 

Mr. Vigarny Espinosa Solis- Presidente Ejectivo 
Mr. Hector Valery Noguera - Administrativo Financiero 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. （予備調査団：）今回の予備調査は、上水道に関する長期計画の必要性やその内容を検討し、

長期計画策定の実施が可能か否かを判断するのが目的である。他国ドナーとの重複を避け、

意義のある開発調査を実施したい。もし将来において本格調査が実施された場合は日本側と

しては INAA の協力を要請する。 

2. （「ニ」国側：）INAA は都市給水および村落給水に関する調整機関である。INAA は地方給

水の施設の設計・運営管理のための資料の提供、排水・下水の標準化、関連法規の見直し等

を実施している。また NGO の 34 組織と調整を行って村落部における上水事業道や衛生事業

を促進している。 

3. （「ニ」国側：）農村部や貧困地域では給水に大きな問題を抱えている。INAA はこれらの地

域における給水問題に対して積極的に取り組んでいる。また、NGO に支援を要請して水質向

上と水源保全のための植林をパイロットプロジェクトとして実施している。とりわけ「ニ」

国中央部山岳地帯は極貧地帯であり、森林伐採による水源の枯渇が問題化している。これに

対して INAA は市議会や住民と連絡を取り合って対策を検討中である。 

4. （「ニ」国側：）現在策定中の政府の長期開発計画は農村部における多数の小規模事業および

都市部の大事業の両者を重視している。まもなく開発計画が発表される予定であり、この内

容に沿って、今後どのような事業の実施が可能であるかを検討し、INAA は初期の段階から開

発事業に参加する。INAA は環境天然資源省、保健省などの関連機関と連携し事業の重複を避

けながら慎重に投資戦略を進めていく。 

5. （「ニ」国側：）INAA は国家上下水道委員会(CONAPAS)のメンバーである。INAA の年間予

算は 120 万 US$、職員数は 50 名、うち 30 名は専門職、20 名は事務職である。INAA は事業

の実施機関ではなく調整機関であり、それぞれの実施機関が規則に従って事業を運営してい

るか否かを監理するのが役割である。 

6. （「ニ」国側：）上水道部門の民営化は将来的に重要なテーマであり、民間からの大きな投資
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が期待される。しかし、「ニ」国の現状は上水道事業を民営化する段階には至っていない。民

営化には今後更に色々な議論・合意が必要である。水問題は政治的にデリケートな問題であ

り、現在までの歴史的経過は民営化にとって否定的である。また周辺諸国でも民営化の事例

は少ない。「ニ」国国会は上水部門の民営化に反対している。例えば電力の民営化によって電

力料金は値上がりした。国内世論は民営化に賛成しているとは言えない。（以上） 

協議議事録 03.11.03-1 

協議日 11 月 3 日（月） 
協議時間 8:50～9:30 
協議場所 IDB 事務所 
出席者 （IDB）Sr. Eduardo Soto, Especialista sectorial 
 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. 日本政府は現在までマナグアの上水道に援助してきた。今回、無償資金協力と開発調査の実

施に関する新たな要請を受けた。前回の JICA マスタープランから既に 10 年が経過した。他

ドナーの動向を見極めつつ新たな M/P が必要であると考えている。今回のミッションの目的

は M/P の必要性・意義を調査・確認することにある。 

2. IDB は現在に至る日本の援助活動の内容を知っている。現在 IDB は下水部門に力を注いでい

るが、上水道の現状に関しては IDB は ENACAL から色々と聞いている。1990 年代の JICA 開

発調査に引き続き新たな水源開発の必要性を調査することは重要である。また給水需要の今

後の動向を調査することは ENACAL にとっても重要である。水源に関してはニカラグア湖か

らの取水というオプションもあると思う。 

3. IDB は下水道事業に関して ENACAL と協議を重ねてきた。現在進行中の下水事業はマナグア

市の下水処理事業でありローン番号 978 である。資金の内訳は、IDB が 3,000 万 US$、ドイツ

が 2,500 万 US$、ノルウェイーが 500 万 US$、国内資金が 600 万 US$となっている。施設の完

成は 2006～2007 年である。この下水道事業はフェーズ I とフェーズ II に分けて実施される。

フェーズ I 事業はマナグア市の東部地域から開始している。フェーズ II は実施設計終了後の

2004 年末に入札が予定されている 

4. ENACAL の水道運営事業の近代可に関する事業はローン番号 1049 であり、資金は 1,390 万

US$である。この事業は ENACAL の経営改善を目的とし、水道施設／営業／料金徴収におけ

る改善を図る。事業実施の期間は 3 年間であり、2007 年末までに事業の目的が達成されてい

ることを期待している。現在コンサルタント（ラウル・ペドローネシ氏）が ENACAL の企業

診断を実施している。この結果に基づき入札図書が作成される。その後に外国コンサルタン
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トが受注し業務開始の予定である。ENACAL のアドバイザーをしているマケル・ボラーニョ

氏も入札図書作成に関係している。 

5. IDB は INAA の時代に水道料金の算定に関する調査を行った。これは「INAA 制度評価プログ

ラム」という名称で、事業資金 70 万 US$の無償事業であり 2004 月 6 月に完了予定である。

援助対象は INAA であり組織の強化を目的としている。具体的な内容は、職員のトレーニン

グと機材整備である。 

6. IDB はマサヤ市の上水道および下水道施設の再配置に関する新規事業（2005 年）を計画して

いる。          

（以上） 

協議議事録 03.11.03-2 

協議日 11 月 3 日（月） 
協議時間 11:40～12:30 
協議場所 JICA 事務所 
出席者 Mr.Agustin Jarquin Anaya 

Dipotado, Comisi n de Comunicaciores, Energia, Transporte y 
Construccion 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. Agustin Jarquin Anaya 氏は土木技師出身であり、現在、国会の運輸・建設委員会のメンバーで

ある。同氏は過去に会計検査院に 4 年間在籍し、その後、地方自治体委員会の議長を 4 年間

勤め、そしてマナグア市の市会議員を 6 年間勤めた経歴を持っている。 

2. （Agustin 氏：）通信、電力、下水処理、運輸、道路などのインフラ建設や公共サービスは国

会の場で審議されており、新たなインフラ建設事業は、その内容に関する関係議員への事前

の説明が大切である。 

3. （Agustin 氏：）国会の委員会はすべての新規案件を審議するわけではない。無償資金協力案

件の場合は国会の認可は不要であるが、ローン案件の場合は認可が必要となる。 

4. （Agustin 氏：）議会は現在、「水法」に関して審議中であり、飲料水・産業用水に関して議

論している。本法律は来年中に国会を通過する見とおしである。この法律に基づき流域ごと

に水資源管理がなされることになる。「水法」には農業用水も含まれ、また、水力発電、工業

用水もその対象となる。 

5. （予備調査団：）今回の予備調査は、本格調査の実施妥当性やその内容を検討するのが目的



- 209 - 

であり、現時点で何ら確実なことは言えない。もし将来において本格調査が実施された場合

は、調査費用は日本政府が負担することになる。その場合は、半年後に本格調査団がマナグ

ア市に派遣される。JICA は調査内容が他ドナーの調査と重複しないよう各ドナーと協議を重

ね調整努力をしている。 

6. （Agustin 氏：）1990 年以降中米諸国で民主的政権が誕生した。各国政権は公平な制度を維持

し、対話によって問題解決を図っている。「ニ」国においても 1990 年以降の政治的・社会的

安定、民主主義や市民権の確立、市場経済が広く国民に受け入れられている。本予備調査に

引続き本格調査が実施され、更に近い将来に日本の無償資金協力が実施されることを強く期

待する。無償資金協力は次期政権下で実施される可能性が高いが、政権が変っても上水道部

門の政策に大きな変化はないであろう。水道行政の持続性は将来にわたって確保されるため、

政権が変っても本格調査の成果が無駄になることはない。 

7. （予備調査団：）「ニ」国は貧困削減を宣言している。給水事業は貧困対策として有効であり、

日本としては上水道部門の援助を前向きに検討している。 (以上) 

 

協議議事録 03.11.03-3 

協議日 11 月 3 日（月） 
協議時間 14:00～15:00 
協議場所 COSUDE 事務所 
出席者 Ms. Carmen Pong 

Asesora principal programa agua y saneamiento para Nicaragua, 
COSUDE 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. 日本はマナグア市における上水道部門の調査の実施を計画している。調査内容においては他

のドナーと重複を避ける必要がある。日本側としては他のドナーと充分に協議を行い日本の

調査内容を決めたい。 

2. COSUDE は 1982 年から村落給水に関するプロジェクトを実施している。2004 年 6 月頃に終

了予定である。この事業の対象は、エステリ県、ヤゴビアマドッド県、レオンチナンデーガ

県および大西洋北部地区である。ENACAL や NGO（ケアー、サイブ・ザ・チルドレン）とも

連携して活動している。給水以外にも衛生施設建設や衛生教育を実施しており、村落組織が

施設の運営を行っている。村落給水では村落の状況に応じて浅井戸あるいは深井戸を適宜建

設している。村落給水は住民運営であるため簡易な施設とすべきである。個々の村落におけ
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る成功例・教訓が他の村落においても活用できることが重要である。この事業に対して、

COSUDE は 300 万 US$を負担している。 

3. 上記事業は地方分権化支援として COSUDE は地方政府・中政府へ積極的に働きかけており、

また、地方自治体やコミュニテーの参加を促進している。INAA は村落給水における料金徴収

や技術標準化に関するアドバイスを通じて村落住民の施設運営を指導している。これに関連

し INAA は水質指導も実施すべきであるが現状ではなされていない。CONAPAS（国家上下水

道委員会）の活動は十分ではないためその組織・機能を改善する必要がある。 

4. CONAPAS は INETER（国土調査庁）と共同して村落給水に関する水理地質情報の収集・整理

と水理地質図（縮尺 1/25 万、30 枚で全国をカバー）の作成を行っている。実際に水理地質図

を作成しているのは INETER であり COSUDE は INETER に対して資金の提供、水理地質情報

の提供、機材の供与を行っている。 

5. 社会緊急投資資金（FISE）は事業の実施機関とはならずに、雇用機会の創出を目的とした借

款による事業を農村部で実施している。 

6. COSUDE は NGO や ENACAL との共同事業も行う。その場合、NGO との事業では資金の 90%

を、ENACAL との事業では資金の 60%を COSUDE 側が負担する。 

7. チェコの援助で「ニ」国太平洋側地域の水理地質図が作成されている。今後、「ニ」国中央部

で水理地質図の作成が計画されている。 

8. 2006 年以降も COSUDE は現在と類似した事業を継続していく予定である。（以上） 

 

協議議事録 03.11.03-4 

協議日 11 月 3 日（月） 
協議時間 16:30～17:00 
協議場所 KfW 事務所 
出席者 Mr. Helge Jahn 

Director, Agencia KfW para America Central, KfW 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. KfW は、IDB とともにマナグア湖及びマナグア市衛生改善計画を実施中である。IDB は集水

管路を担当し、KfW は下水処理場を担当している。 
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2. KfW は、資金として約 26 百万 US ドルを融資（一部無償供与を含む）し、その条件として処

理場運転管理を民間に委託契約することとしている。一方、ニカラグア国議会では公共イン

フラの民間委託を禁止する法律を審議中である。 

 

3. KfW としては、本法律は成立すると見ているが、同法律成立までに民間委託契約を行えば、

遡及的に同法を適用されることはないであろうとの立場をとっている。 

 

4. KfW が現在実施中及び計画中のプロジェクトは、以下のとおりである。 

・ Matagalpa 及び Jinotega：上下水道を実施中、無償 40 百万 US ドル 

・ Granada 及び Matagalpa：浄水場建設を計画中、30 百万 US ドル（無償＋ローン） 

 

5. 電力部門の民営化については国会が反対しており、また、エネルギー部門は民間参加で利益

を受けていないなど、民営化があまりうまくいっていない。 

 

6. 先日、他のドナー（カナダ、ルクセンブルク）と会合をもった。 

 

7. ニカラグアは戦略をもっていない。ENACAL の経営・組織強化が課題である。2015 年までの

戦略を建てる必要がある。 

 

8. マナグアでの水道分野に関するプロジェクトの実施計画はない。 

(以上) 

 

協議議事録 03.11.04 

協議日 11 月 4 日（火） 
協議時間 14:30～15:30 
協議場所 ENACAL 本部 
出席者 （ENACAL） 

Mr. Guillermo Leclair G.- Gerente de Planificacion y Desarrollo Humano 
Mr. Mario J. Montenegro Medina – Gerente de Operaciones 
Mr. Marcelino Jimenes G. – Unidad Ejecutora de Proyectos 

 （調査団）大村、津田、中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. INAA は ENACAL の監督官庁ではなく同レベルの組織であるため M/M の署名に INAA を入れ

る必要はない。 

2. 借款の締結に当たっては「ニ」国外務大臣が署名を行う。その後、政府と ENACAL が合意し、
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借款による資金が ENACAL へ渡される。 

3. 本格調査においては、国家上下水道委員会(CONAPAS)を運営委員会のメンバーとすべきであ

る。 

4. 無収水の対策を本格調査の内容に加えるべきである。IDB も同様の調査を計画しており調査

内容の重複を避ける。 

5. 国家開発計画の目標年が 2015 年であり、本格調査の目標年を 2015 年として両者の整合を図

る。 

6. ENACAL は、無収水 50%という数字は正しくなく実際は 25％程度であると認識している。無

収水の大きな原因は不法使用にある。今後の各種対策によって無取水率を 20％まで低減する

ことは可能と思われるが、その場合でも 2007 年以降の水需要には対応できない。したがって

ENACAL としては新たな水源の開発に期待している。 

7. 50％の不明水がある状況のもとで水源開発に関する調査を行うことに対して日本側は合意で

きない。ENACAL にとって無収水の低減が現時点における最大の懸案事項であるため、本格

調査は現在の水道システムの効率向上を目的とする。一方、水源に関しては、本格調査にお

いて既存データを利用した予備的な検討を行って、現在の水源の持続性や新たな水源開発に

関し提言を行う。 

8. アソソスカ湖からの取水を将来的に維持できるか否か本格調査で検討する必要がある 

9. 本格調査の期間は 1 年以上で 2 年以下が適当である。 

10. 日本側は本格調査のファイナル・レポートを英語で作成するが、この中で「サマリー」だけ

は西語版も作成する。「メイン」「サポーテイング」は「ニ」国側が自身で西語に翻訳するこ

とによって技術力の向上を図る。（以上） 

協議議事録 03.11.07-1 

協議日 11 月 7 日（金） 
協議時間 8:30～9:30 
協議場所 IDB 事務所 
出席者 （IDB）Sr. Eduardo Soto, Especialista sectorial 
 （調査団）中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. 経営近代化プログラムの中の UFW 削減プログラムの予算は 3.6 百万ドルである。 



- 213 - 

2. 流量計、バルブ、漏水探知機等が含まれる。 

3. 具体的な調査・機材調達内容は、コンサルタントが提案することになっている。IDB は入札

図書で目標を示すだけである。 

4. コンサルタント選定スケジュールは、以下のとおりである。 

・ 入札資格（PQ）審査が既に完了し、5 社（フランス、スペイン、米国）が合格している。 

・ 入札図書は 12 月中旬に完成の予定である。 

・ 45 日以内にプロポーザルを提出してもらう。 

・ コンサルタント契約は、2004 年 3 月～4 月の予定。 

5. 経営近代化プログラムは、次の 2 つの柱からなっている。 

・ UFW の削減：国全体が対象（マナグア市が主） 

・ 営業関連情報の整備（料金徴収、財務状況、経営改善等） 

6. コンサルタントが具体的内容を提案する。 

7. プログラムの実施期間は、2004 年～2007 年の 3 年間である。 

8. マナグア市の UFW 削減については、日本側が実施することを決定すれば、IDB はそれを考慮

して計画することも考える。その場合、12 月上旬までに IDB 側に通知してもらいたい。 

(以上) 

協議議事録 03.11.07-2 

協議日 11 月 7 日（金） 
協議時間 11:30～12:30 
協議場所 ENACAL 事務所 
出席者 （ENACAL）Ing. Michael J. Bolaños Davis 
 （調査団）中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. 2003 年 8 月から ENACAL の経営診断を始めた。9 月に診断結果を IDB に提出した。 

2. 入札図書は 15 日以内に完成させる予定。 

3. 以下のマナグア市水道事業の課題を解決するために、「経営近代化プログラム」の中で UFW

削減プログラムを実施する。 

・ 配水量（110,000,000m3/年）が多すぎる。 

・ 有収水量（45,000,000m3/年）が少なすぎる。 

・ 水が給水区域外にも給水されている可能性がある。 
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4. UFW 削減プログラムの概要は、以下のとおり。 

・ 流量計（マクロメータと呼ぶ）の設置 

・ 水道メータの取替え（既に IDB 資金で 30,000 個を購入済み。後、50,000 個が必要） 

・ 設置済みメータ 40,000 個の修理 

・ 使用水量削減のためのバルブ設置（インフォーマル地区の水使用を制限する） 

・ 給水区域の小区割化（マイクロセクターと呼ぶ） 

・ 配水管の取替え 

・ 配水管網の流量監視（マクロメータの設置により行う） 

5. 給水区域を小さく区割りすることにより、盗水及び漏水の発見が容易になる。漏水調査には

漏水探知機が使用されるであろう。調査内容・機材については、コンサルタントが提案する

ことになっているので詳細はわからない。 

6. 上記調査は、大口需要家（高所得層）の居住地を中心に行う。インフォーマル地区にも調査

範囲を広げることも考えている。 

7. マイクロセクターの盗水・漏水調査には１～２年を要する。 

8. JICAが開発調査で漏水調査を実施した場合、その結果を IDB 側に提供してもらいたい。また、

IDB の UFW 削減プログラムで調査結果がでれば、JICA 側に提供する。 

(以上) 

協議議事録 03.11.10 

協議日 11 月 10 日（月） 
協議時間 9:00～9:45 
協議場所 CIDA 事務所 
出席者 （CIDA）Mr. Michael von Schoenberg 
 （調査団）中村、武内、菅野（通訳） 

 

1. 現在及び将来（今後、5 年程度先まで）にわたって、マナグア市における水セクターのプロジ

ェクトを実施する計画はない。したがって、日本側の計画との重複はない。 

2. CIDA は、1968 年からニカラグアで活動を始めた。 

3. 援助対象は、Managua、Matagalpa、Jinotega 等の大きな都市以外の中小都市及び農村部である。

農村部では、COSUDE や Save the Children と強調して実施している。 

4. CIDA の年間援助資金は、7.0 百万ドル程度である。対象分野は、水、教育及び保健である。 

5. CIDA は 1991 年～1996 年に 6 都市（Granada、Masaya、Dirianba、Chinandega、Esteli 及び Leon）

において、既存水道システムの改善プロジェクトを実施した。改善内容は、老朽化したバル
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ブ、配水タンク、塩素滅菌装置の取替え等である。事業費は、13 百万ドルであった。 

6. Bluefield の上下水道プロジェクトを 1996 年～2003 年に実施した。F/S はカナダのコンサルタ

ントが担当し、2003 年５月にレポートが完成した。援助額は 4.5 百万ドルである。その後の

事業実施については、IDB からの援助を予定していたが、まだ得られていない。 

7. 農村部では、カナダの見返り資金により、小規模（１件当り、60～100 千ドル）な水道、井戸

建設及び衛生プロジェクトを実施している。地域は、中央・北部地方である（Madriz、Esteli、

Matagalpa の南半分、Nueva Segovia、大西洋岸北部地域の一部）。 

8. 今後の投資計画は以下のとおりである。 

・ Leon 県北側及び Apanas 湖の流域管理・水資源の保護（土壌保全、植林、砂防、Fonseca

湾のエビ養殖等）のためのプロジェクトを実施する。 

・ 調査は 1998 年から始まった。 

・ ハリケーン Mitti のため途中ストップしたが、災害プロジェクトと一緒に再開した。 

(以上) 
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付属資料 16.  ローカルコンサルタントリスト 

マナグアには、水道設計や施工管理また水道関連の社会・経済調査を含む野外調査が実施可能

な水道コンサルタントは存在しない。水道関連業務は ENACAL が直営で実施しているが、小規模な

業務を個人ベースで委託することはある。一方、地質・土質調査、井戸掘削、電気探査、水質調

査に関しては専門コンサルタントや公共機関がマナグア市内に存在する。また ENACAL は水理地質

調査、井戸掘削、水質分析試験を独自に実施可能である。 

 

［地質調査、井戸掘削、土質調査会社］ 

会社名 住 所 電話番号 

Osca Leonel Urbina Masaya Tel: 0522-4347 
Cel: 0860-8197 

WMB Servicios Geolό gicos 
Dr. William Martinez B. 

Altamira de la Farmacia 5ta. Avenida 
30 vrs. Al norte. No.507 Tel: 277-0589 

Gustavo Altamirano Linda Vista Sur No.A-17 Tel: 266-1171 

Eduardo Mayorga Bo. El Edén, del Puente El Edén 2c. al 
norte, 1c.al este y 1/2 c. al norte 

Tel: 249-1447 
Cel: 0776-8338 

 

［物理探査会社］ 

会社名 住 所 電話番号 

CIGEO  
(Centro de Investigaciones 
Geocientificas) 

Managua Tel: 277-0621 

Ing. Noel Rodrígurz 
(Consultor) 

Reparto Loa Arcos, Casa No. 92 Tel: 266-4575 
Cel: 088-33773 

Dr. William Martínez B. 
(Consultor) 

Altamira Este Tercera Etapa No. 507 Tel: 277-0589 
Cel: 077-83204 

Ing. Manuel Traña Perez 
(Consultor) 

Waspan Sur, Shell Waspan 6 cuadra al 
Sur, 

Tel: 248-5303 
Cel: 077-97726 

Ing. Carlos Valle Gutiérrez 
(Consultor) 

Esquina NW Parque Las Palmas, 1 c. al 
N. 10 Vrs. Al Este. 

Tel: 268-1126 
Fax: 268-3259  

Ing. Juan Carlos Valle A 
(Consultor) 

Centro Comercial Managua Seccion 
B-26.  

Tel: 278-1325 
Cel: 077-84776 

Ing. Walter Mayorga Dávila 
(Consultor) 

Masaya calle El Limon, ESSO 2 c. al 
sur  

Tel: 0522-6188 
Cel: 088-20521 

 

［水質分析］ 

会社名 住 所 電話番号 

ENACAL Managua Tel: 266-7891 
Tel: 266-7921 

CIRA UNAN Managua Tel: 278-6981 
UNI Managua Tel: 270-1515 
CIEMA Managua Tel: 249-0936 
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